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研 究 内 容 　心房細動は最も罹患率の多い不整脈でありなが
ら成因は解明されておらず、根本的な治療戦略
は未だに確立していない。それは、心房細動の
発症と維持の分子機序が明確でないことに起因
する。一方、近年の循環器領域研究において心
臓発生や心不全の進行においてmicroRNAの発
現異常が存在することが明らかとなった。我々
は、ヒト心筋細胞（慢性心房細動を呈する患者
の心房筋において、特定のmicroRNAとイオン
チャネル、関連するtrafficking蛋白、更に発現
の制御を担う転写因子との機能的連関を明らかにしている。microRNAをラット心筋細胞に導入し、
更に特定のmicroRNAノックアウトラット心筋細胞にパッチクランプ法を用いてmicroRNA機能異
常を電気生理学的に評価している。また、心房細動患者に特有と思われるmicroRNAの発現変化を
記録している。循環器領域では、心臓の発生や筋肥大、心不全等において、いくつかのmicroRNA
の発現異常が存在することが報告されているが、microRNAが不整脈の病態機序として機能する
ことは不明な点が多いため、不整脈、特に心房細動の持続、特にイオンチャネルのリモデリングに
microRNAの発現異常が関わることを中心に研究を進めている（図は特定のmicroRNA, miR30dが
IK.AChチャネルの発現をcontrolすることを示す）。
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